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心豊かでアクティブな暮らしが実現できるまち
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牧之原市長
杉本　基久雄

牧之原市議会議長
原口　康之

相良総合センター「い～ら」完成

合併１周年記念式典 お茶の安全安心取り組み宣言

相良町と榛原町の合併により牧之原市誕生

牧之原市誕生記念式典。市章決定

牧
之
原
市
20
年
の
歩
み

牧
之
原
市
誕
生

市
民
主
体
の
「
牧
之
原
市
誕
生
記
念
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

初
代
市
長
に
西
原
茂
樹
氏
就
任

さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館
オ
ー
プ
ン

10
月
11
日

10
月
16
日

10
月
30
日

12
月
８
日

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）

細
江
小
学
校
体
育
館
改
築

牧
之
原
市
誕
生
記
念
式
典
／
市
章
決
定

榛
原
総
合
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

夜
間
延
長
窓
口
（
毎
週
水
曜
日
）
開
始

お
茶
の
安
全
安
心
取
り
組
み
宣
言

初
の「
静
岡
ま
き
の
は
ら
大
使
」に
只
井
保
さ
ん（
細
江
区
出
身
）を
委
嘱

皇
室
へ
静
岡
牧
之
原
茶
献
上

長
野
県
松
川
町
と
姉
妹
都
市
協
定
締
結

合
併
１
周
年
記
念
式
典
開
催

２
月
28
日

３
月
19
日

３
月
25
日

４
月
５
日

４
月
20
日

５
月
25
日

５
月
30
日

10
月
１
日

10
月
11
日

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

第
１
次
市
総
合
計
画
始
動

市
の
花
「
ア
ジ
サ
イ
」・
市
の
木
「
茶
」
決
定

相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
～
ら
」
完
成

東
海
四
県
で
初
と
な
る
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
」
認
証
取
得

国
道
４
７
３
号
バ
イ
パ
ス
（
菅
山
ー
須
々
木
）
開
通

相
良
油
田
石
油
坑
お
よ
び
相
良
油
田
資
料
館
の
所
蔵
物
が
「
近
代
化

産
業
遺
産
」
に
認
定

４
月
１
日

４
月
17
日

５
月
27
日

７
月
27
日

11
月
26
日

11
月
30
日

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

市
内
小
中
学
校
の
体
育
館
耐
震
化
完
了

10
月
29
日

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）

　

市
制
施
行
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
記
念
す
べ
き
年
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
い

ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

9
月
に
発
生
し
た
「
令
和
７
年
牧
之
原

市
台
風
15
号
に
伴
う
竜
巻
等
災
害
」
に
よ

り
、
1
3
0
0
棟
を
超
え
る
家
屋
が
被
災

し
、
農
業
施
設
で
は
、2
３
０
棟
を
超
え

る
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
災
直
後
か
ら
、
県
内
外
の
自

治
体
職
員
や
企
業
な
ど
の
関
係
団
体
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
な
ど
、
多
く

の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
復
旧
復
興
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
15
ｋ
ｍ
の
海
岸
線
や
全
国
有

数
の
茶
産
地
で
あ
る
牧
之
原
台
地
な
ど
、

美
し
い
自
然
と
豊
富
な
農
水
産
物
、
富
士

山
静
岡
空
港
や
重
要
港
湾
の
御
前
崎
港
、

東
名
相
良
牧
之
原
I
C
や
国
道
４
７
３
号

バ
イ
パ
ス
な
ど
に
よ
る
「
陸
・
海
・
空
」

の
交
通
結
節
点
で
あ
り
、
周
辺
地
域
の
雇

用
を
支
え
る
企
業
・
研
究
所
な
ど
、
多
く

の
地
域
資
源
と
可
能
性
を
持
っ
た
素
晴
ら

し
い
ま
ち
で
す
。
私
た
ち
の
愛
す
る
こ
の

ま
ち
が
、
子
や
孫
の
世
代
に
な
っ
て
も
持

続
可
能
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
希
望
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
第
３
次
総
合
計
画
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
で
あ
る
「
R
I
D
E 

O
N 

M
A
K
I
N
O
H
A
R
A 

夢
に
乗
る
ま

ち 

牧
之
原
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の

魅
力
を
生
か
し
て
、
皆
さ
ま
が
心
豊
か
に

健
康
的
で
活
動
的
な
暮
ら
し
が
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き

全
力
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
本
市
が
発
展
し
続
け

る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
17
年
に
旧
相
良
町
と
旧

榛
原
町
が
合
併
し
て
、
新
た
な
ま
ち
と
し

て
歩
み
を
始
め
、
今
年
で
市
制
施
行
20
周

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
域
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
々
の
温
か
い
支
援
と
協
働
の
力

に
よ
っ
て
、
今
日
の
牧
之
原
市
が
築
か
れ

て
き
ま
し
た
。
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
方
々
に
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ず
、
9
月
5
日
に
市
内
を
襲
っ
た
国

内
最
大
級
の
竜
巻
被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
発
災
直
後
か
ら
、
危
機

的
状
況
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
杉
本
市

長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
さ
ま
、
県
内
外
の

自
治
体
や
関
係
団
体
の
方
々
な
ど
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も
引
き
続
き
、
復

旧
復
興
に
係
る
市
の
取
り
組
み
を
全
面
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
以
来
、
市
議
会
は
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
を
的
確
に
受
け
止
め
、
議
論
を
尽
く

し
な
が
ら
市
政
の
健
全
な
発
展
と
地
域
の

課
題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
開
か
れ
た
議
会
」「
信
頼
さ

れ
る
議
会
」
を
目
指
し
、
市
民
福
祉
の
向

上
と
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
20
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
一
体

と
な
り
、
豊
か
な
自
然
と
温
か
な
人
の
つ

な
が
り
を
生
か
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
人
口
減
少
や
環
境
変
化
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
今
後
も
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
地
域
の
絆
と
市
民
の
皆
さ
ま
の

知
恵
を
生
か
し
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
し

て
い
け
る
本
市
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
制
施
行
20
周
年
と
い
う
歴

史
的
な
節
目
を
共
に
祝
え
る
喜
び
を
分
か

ち
合
う
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
さ
ら

に
輝
く
本
市
の
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

＊
令
和
７
年
11
月
末
現
在
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花の会が国際コンクールで最高評価を受賞

沖縄徳洲会（現：徳洲会）が榛原総合病院の指定管
理者に

駿河湾を震源とする震度６弱の地震発生

市内第一号となる津波避難タワー完成（東慶林公園内）

「蛭ヶ谷の田遊び」が国重要無形民
俗文化財に

南相馬市へ支援物資を輸送

鈴木梅太郎博士ビタミン発見
100周年記念大会

勝間田川水門完成

山の手幹線「深谷橋」開通

全国茶サミット静岡大会in牧之原

建設地決定から22年。富士山静岡空港開港

相良消防本部運用開始

青
森
県
三
戸
町
と
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

山
梨
県
甲
斐
市
・
中
央
市
・
昭
和
町
と
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
締
結

山
の
手
幹
線
「
深
谷
橋
」
開
通

「
蛭
ヶ
谷
の
田
遊
び
」
が
「
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定

国
道
４
７
３
号
相
良
バ
イ
パ
ス
菅
山
Ｉ
Ｃ
立
体
交
差
化

南
相
馬
市
に
職
員
を
災
害
派
遣
（
～
平
成
30
年
度　
合
計
10
人
）

中
国
宜
興
市
と「
観
光
及
び
教
育
等
に
お
け
る
友
好
交
流
に
関
す
る
覚
書
」締
結

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
上
海
便
が
就
航
（
武
漢
ま
で
延
伸
）

局
地
的
な
大
雨
に
よ
り
静
波
地
区
で
地
す
べ
り
被
害
発
生（
～
４
日
）

国
道
４
７
３
号
相
良
バ
イ
パ
ス
大
沢
Ｉ
Ｃ
立
体
交
差
化

牧
之
原
中
里
工
業
団
地
造
成
事
業
完
了

35
年
ぶ
り
に
天
皇
陛
下
へ
献
穀
米
献
納

１
月
30
日

２
月
１
日

３
月
４
日

３
月
８
日

３
月
17
日

４
月
１
日

５
月
８
日

６
月
18
日

７
月
３
日

８
月
５
日

９
月
７
日

10
月
29
日

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

沿
岸
部
５
地
区
で
「
地
区
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
策
定

相
良
消
防
本
部
運
用
開
始

市
内
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
（
床
上
・
床
下
浸
水
）
発
生

勝
間
田
川
水
門
完
成

「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
が
「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定

牧
之
原
市
花
の
会
が「
第
23
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
受
賞

地
区
自
治
推
進
協
議
会
が「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
市
民
グ
ラ
ン
プ
リ
」受
賞

３
月

４
月
１
日

４
月
６
日

４
月
20
日

５
月
29
日

10
月
31
日

11
月
１
日

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）

鈴
木
梅
太
郎
博
士
生
誕
１
４
０
周
年
記
念
舞
台
「
先
生
の
オ
リ
ザ
ニ

ン
」
公
演
開
催
（
～
27
日
）

牧
之
原
市
花
の
会
が
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
評
価「
５
つ
花
」受
賞

６
月
12
日

９
月
20
日

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

細
江
保
育
園
完
成

榛
原
総
合
病
院
再
始
動（
指
定
管
理
者：特
定
医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会
）

氷
点
下
の
冷
え
込
み
に
よ
り
市
内
ほ
ぼ
全
域
の
茶
園
で
凍
霜
害
発
生

「
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）」
開
設

学
校
施
設
（
格
技
場
や
給
食
棟
な
ど
）
耐
震
化
完
了

「
鈴
木
梅
太
郎
博
士
ビ
タ
ミ
ン
発
見
１
０
０
周
年
記
念
大
会
」
開
催

２
月
26
日

３
月
１
日

３
月
30
日

４
月
１
日

10
月
29
日

12
月
12
日

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）

「
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
静
岡
大
会
in
牧
之
原
」
開
催
（
～
31
日
）

あ
お
ぞ
ら
保
育
園・静
波
保
育
園（
旧
静
波・旧
静
波
西
保
育
園
統
合
）開
所

青
森
県
三
戸
町
と
友
好
都
市
協
定
締
結

富
士
山
静
岡
空
港
開
港
（
滑
走
路
の
完
全
運
用
開
始
は
８
月
27
日
）

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
就
航
開
始

駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
発
生

「
第
24
回
国
民
文
化
祭
し
ず
お
か
２
０
０
９
」
開
催
（
～
11
月
８
日
）

「
塩
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
（
～
11
月
１
日
）

１
月
30
日

４
月
１
日

４
月
13
日

６
月
４
日

７
月
23
日

８
月
11
日

10
月
24
日

10
月
30
日

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）

国
道
４
７
３
号
相
良
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通（
東
名
相
良
牧
之
原
ー
西
萩
間
開
通
）

東
日
本
大
震
災
発
生
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
、
県
内
へ
の

大
津
波
警
報
発
令
に
よ
り
市
内
沿
岸
部
に
避
難
勧
告
発
令
）

福
島
県
南
相
馬
市
へ
支
援
物
資
を
輸
送
（
～
３
日
）

長
野
県
松
川
町
と
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

市
議
会
が「
安
心・安
全
が
将
来
に
わ
た
っ
て
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、浜
岡
原
発
を
永

久
停
止
に
す
べ
き
で
あ
る
」と
い
う「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
決
議
」可
決

市
自
治
基
本
条
例
施
行

熊
本
県
人
吉
市
と
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

鹿
児
島
県
南
九
州
市
と「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」締
結

中
国
上
海
市
閘
北
区（
現：静
安
区
）と「
友
好
交
流
に
関
す
る
覚
書
」締
結

坂
部
保
育
園
完
成
に
よ
り
市
内
全
公
立
保
育
園・幼
稚
園
施
設
耐
震
化
完
了

石
川
県
小
松
市
と
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

加
藤
桃
子
さ
ん（
細
江
区
出
身
）が「
第
一
期
リ
コ
ー
杯
女
流
王
座
」就
位

１
月
23
日

３
月
11
日

４
月
２
日

７
月
11
日

９
月
26
日

10
月
１
日

10
月
７
日

10
月
27
日

11
月
３
日

11
月
11
日

11
月
27
日

12
月
12
日

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）

東
慶
林
公
園
内
に
第
一
号
と
な
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
完
成

第
２
次
市
総
合
計
画
始
動

３
月
29
日

４
月
１
日

２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
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「
米
国
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前

キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
覚
書
」
締
結

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
出
雲
便
が
就
航

旧
片
浜
小
学
校
引
継
式
開
催（「
カ
タ
シ
ョ
ー・ワ
ン
ラ
ボ
」運
用
開
始
）

水
の
駅
大
江
（
大
江
配
水
池
）
完
成

榛
原
総
合
病
院
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
開
設

シ
ー
サ
イ
ド
プ
ー
ル
地
頭
方
営
業
終
了

富
士
山
静
岡
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
拡
張
工
事
完
了

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
榛
原
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
月
26
日

３
月
25
日

４
月
１
日

４
月
21
日

５
月
１
日

８
月
25
日

10
月
30
日

11
月
29
日

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

杉
本
基
久
雄
市
長
就
任

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
米
国
サ
ー
フ
ィ
ン
競

技
団
体
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
登
録

10
月
30
日

12
月
11
日

岐
阜
県
本
巣
市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

市
内
全
域
で
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
に

牧
之
原
台
地
５
市
の「
お
茶
親
善
大
使
」橋
幸
夫
さ
ん
就
任
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

片
浜
小
学
校
閉
校
／
相
良
公
民
館
閉
館

相
良
こ
ど
も
園
開
所

市
内
初
と
な
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始
（
相
良
小
）

相
良
防
災
公
園
（
金
刀
比
羅
山
）
完
成

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
中
国
サ
ー
フ
ィ
ン
競

技
団
体
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
登
録

大
江
地
区
防
災
公
園
（
大
江
い
の
ち
山
）
完
成

市
内
初
の
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
さ
か
べ
号
」
試
験
運
行
開
始

１
月
12
日

３
月
11
日

３
月
20
日

３
月
31
日

４
月
１
日

４
月
６
日

４
月
８
日

７
月
７
日

８
月
20
日

10
月
３
日

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）

４
月
18
日

８
月
28
日

10
月
10
日

10
月
11
日

10
月
24
日

11
月

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
開
始

市
教
育
大
綱
策
定

相
良
消
防
署
地
頭
方
出
張
所
完
成

「
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
」
に
よ
り
消
防
救
急
業
務
開
始

市
道
壱
丁
田
北
線
開
通

港
橋
（
勝
間
田
川
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
補
修
・
耐
震
補
強
工
事
）

福
島
県
南
相
馬
市
と
「
災
害
時
相
互
援
助
に
関
す
る
協
定
」
締
結

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
開
設

電
子
入
札
導
入

本
市
が
橋
幸
夫
さ
ん
を
「
静
岡
牧
之
原
茶
親
善
大
使
」
に
任
命

１
月
１
日

３
月
７
日

３
月
24
日

４
月
１
日

４
月
15
日

６
月
１
日

９
月
27
日　

10
月
１
日

12
月
19
日

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

市制施行10周年記念式典で市の歌を初披露

市道壱丁田北線開通

本市が「産地賞」を初受賞

石雲院での将棋女流タイトル戦にて
加藤桃子女王㊨が勝利

田沼意次侯生誕300年記念大祭

「カタショー・ワンラボ」運用開始

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

「
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
関
す
る
方
針
」
策
定

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
棟
跡
地
に
駐
車
場
開
設

第
２
次
総
合
計
画
基
本
構
想
・
後
期
基
本
計
画
始
動

市
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー「
さ
ざ
ん
か
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
大
規
模
改
修
）

富
士
山
静
岡
空
港
民
営
化

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
元

市
道
大
倉
壱
丁
田
線
開
通

千
葉
県
山
武
市
と
「
災
害
時
等
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
締
結

市
内
全
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
完
了

御
前
崎
港
に
初
の
ク
ル
ー
ズ
船
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
」
寄
港

「
第
73
回
全
国
茶
品
評
会
出
品
茶
審
査
会
」で
２
回
目
の「
産
地
賞
」受
賞

Ｕ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン
・
本
市
・
下
田
市
が
「
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

事
前
キ
ャ
ン
プ
等
に
関
す
る
協
定
」
締
結

幼
児
教
育・保
育
の
無
償
化
開
始
／
３
歳
児
以
上
第
３
子
以
降
の
園
児
の
副
食
費
減
免

令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
19
号
）
発
生
（
一
部
損
壊
被
害
な
ど
）

津
波
対
策
事
業（
避
難
施
設
12
カ
所
、避
難
地
避
難
路
20
カ
所
）完
了

「
田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念
大
祭
」
開
催

２
月
１
日

３
月
１
日

３
月
６
日

４
月
１
日

５
月
１
日

５
月
21
日

６
月
20
日

６
月
27
日

８
月
20
日

８
月
30
日

９
月
16
日

10
月
１
日

10
月
12
日

10
月

11
月
17
日

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
／
令
和
元
年
）

津波避難ビルの機能を持つ市商工会館完成

「静岡牧之原茶親善大使」の故 橋さん

三者で「2020年東京五輪事前キャンプ等に関する協定」締結

市内初のデマンド乗合タクシー「さかべ号」試験運行開始

石
雲
院
で
の
将
棋
女
流
タ
イ
ト
ル
戦
「
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

第
８
期
マ
イ
ナ
ビ
女
子
オ
ー
プ
ン
五
番
勝
負
第
２
局
」に
て
、「
静
岡

ま
き
の
は
ら
大
使
」（
１
月
５
日
就
任
）の
加
藤
桃
子
女
王
が
勝
利

本
市
が「
第
69
回
全
国
茶
品
評
会
出
品
茶
審
査
会
」で「
産
地
賞
」初
受
賞

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ケ
ル
ソ
ー
市
と
姉
妹
都
市
協
定
締
結

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
開
催
／
市
の
歌「
う
み・そ
ら・み
ど
り
牧
之
原
」披
露

津
波
避
難
ビ
ル
な
ら
び
に
市
商
工
会
館
「
牧
之
原
市
防
災
研
修
セ
ン

タ
ー
」
完
成

レ
ベ
ル
１
津
波
対
策
の
防
潮
堤
整
備
着
手
開
始（
相
良
須
々
木
海
岸
）
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「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
初
の
成
人
式
オ
ン

ラ
イ
ン
生
配
信
（
新
成
人
の
代
表
者
や
関
係
者
の
み
会
場
に
参
列
）

市
立
図
書
交
流
館
「
い
こ
っ
と
」
開
館

「
令
和
３
年
５
月
１
日
牧
之
原
市
竜
巻
等
災
害
」
発
生

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

国
内
初
と
な
る
田
沼
意
次
侯
の
銅
像
完
成

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

日
本
初
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
用
人
工
造
波
施
設
「
静
波
サ
ー
フ
ス
タ

ジ
ア
ム
」
営
業
開
始

２
年
ぶ
り
に
市
内
海
水
浴
場
開
設
（
～
８
月
31
日
）

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン
事
前
合
宿（
～
20
日
）

２
０
２
０
東
京
五
輪
女
子
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
で
、米
国
の
カ
リ
ッ
サ・

ム
ー
ア
選
手
が
金
メ
ダ
ル
獲
得

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
５
波
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

発
出
（
～
９
月
30
日
）

１
月
８
日

１
月
10
日

４
月
17
日

５
月
１
日

５
月
17
日

５
月
29
日

６
月
24
日

７
月
15
日

７
月
16
日

７
月
27
日

８
月
20
日

２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）

７
月
１
日

８
月
27
日

８
月
28
日

９
月
５
日

９
月
18
日

９
月
23
日

10
月
20
日

10
月
28
日

10
月
31
日

12
月
５
日

相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

「
自
治
基
本
条
例
施
行
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

「
第
１
回
市
将
棋
交
流
大
会
」
開
催

「
お
～
い
お
茶
杯 

第
63
期
王
位
戦
七
番
勝
負 

第
５
局
」
が
平
田
寺
で

開
催
さ
れ
、
藤
井
聡
太
王
位
が
三
連
覇
達
成
（
～
６
日
）

学
校
法
人
榛
原
学
園
が
運
営
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
川

崎
幼
稚
園
」
で
通
園
バ
ス
置
き
去
り
死
亡
事
故
発
生

須
々
木
～
大
沢
、
勝
間
田
で
突
風
災
害
発
生

台
風
15
号
に
よ
る
大
雨・突
風
災
害
発
生
（
突
風：新
庄
）（
～
24
日
）

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
市
出
身
（
牧
之
原
区
）
の
村
松
開
人
さ

ん
（
明
治
大
）
が
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
２
位
指
名

ス
ズ
キ
株
式
会
社
・
県
企
業
局
・
市
の
三
者
が
「（
仮
称
）
牧
之
原

萩
間
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関
す
る
基
本
協
定
」
締
結

「
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
（
通
称
：
ま
き
チ
ャ
レ
）」

初
開
催

２
０
２
０
東
京
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
女
子
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
カ
リ
ッ
サ・

ム
ー
ア
選
手
が
本
市
を
再
訪（
～
11
月
４
日
）

市
内
全
域
で
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入

３
月
18
日

３
月
25
日

４
月

５
月
18
日

相
良
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
「
サ
ー
ボ
」
完
成

「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
新
し
い
学
校
づ
く
り
計
画
」
策
定

静
波
・
萩
間
・
菅
山
・
勝
間
田
保
育
園
民
営
化

「
田
沼
意
次
侯
大
河
ド
ラ
マ
化
を
目
指
す
署
名
活
動
」
開
始

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
運
用
開
始

地
頭
方
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ー
ボ
」
完
成

市
公
式
ス
ロ
ー
ガ
ン「
R
I
D
E 

O
N 

M
A
K
I
N
O
H
A
R
A
」決
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
に
よ
り「
緊
急
事
態
宣
言
」

発
出
や
市
内
小
中
学
校
一
斉
休
業
な
ど
（
～
５
月
）

引
き
続
き「
特
定
医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会
」が
榛
原
総
合
病
院
の
指
定
管
理
者
に

市
内
３
カ
所
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
い
く
」
開
設

「
静
波
海
岸
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
運
用
開
始

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
海
水
浴
場
開
設
を
断
念

２
月
17
日

３
月
19
日

３
月
25
日

３
月

４
月
１
日

６
月
１
日

７
月 ２

０
２
０
年
（
令
和
２
年
）

ミルキーウェイスクエア内に子育て支援センター
相良「あそぼっと」開所

日本初のサーフィン競技用人工造波施設「静波サーフスタジアム」
営業開始

「2023 ミス・ユニバース 日本代表」に宮崎莉緒さん（細江区
出身）が決定

スズキ㈱・県企業局・市の三者が萩間工業
用地造成事業に関する基本協定を締結

市内で35年ぶりのプロ野球選手誕生
（村松開人さん）

ミルキーウェイスクエア内に市立図書交流館「いこっと」開館

「お～いお茶杯 第63期王位戦七番勝負 第５局」が平田寺で開催。
対局する豊島将之九段㊧と藤井聡太王位㊨

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）

「
牧
之
原
市
I
C
北
側
土
地
区
画
整
理
組
合
」
設
立

３
年
ぶ
り
に
富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
韓
国
（
ソ
ウ
ル
）
便
運
航
再
開

「
牧
之
原
市
Ｉ
Ｃ
北
側
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
業
務
協
定
」締
結

第
３
次
市
総
合
計
画
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
始
動

「
市
外
国
籍
住
民
相
談
窓
口
」
開
設

「
ま
き
の
は
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
始
動

御
前
崎
港
に
初
の
外
国
客
船
「
ウ
エ
ス
テ
ル
ダ
ム
」
寄
港

日
本
語
初
期
支
援
教
室
「
い
っ
ぽ
」
開
始

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
「
５
類
感
染
症
」
に
移
行

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
相
良
「
あ
そ
ぼ
っ
と
」
開
所

「
わ
た
し
た
ち
の
月
３
万
円
ビ
ジ
ネ
ス
in
牧
之
原
」
開
催
（
～
12
月
）

４
年
ぶ
り
に
規
制
な
し
で
市
内
海
水
浴
場
開
設
（
～
８
月
31
日
）

市
内
バ
イ
ク
店
「
ゲ
ズ
ン
ハ
イ
ト
」
が
鈴
鹿
８
耐
に
初
出
場
、
完
走

宮
崎
莉
緒
さ
ん
（
細
江
区
出
身
）
が
「
２
０
２
３ 

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス 

日
本
代
表
」
に
決
定

１
月
29
日

３
月
26
日

３
月
31
日

４
月
１
日

４
月
11
日

４
月
14
日

５
月
８
日

５
月
13
日

６
月
23
日

７
月
14
日

８
月
４
日

８
月
30
日

2020東京五輪女子サーフィン競技で米国の
カリッサ・ムーア選手が金メダル獲得

© 日本将棋連盟 ©USAサーフィン©MY group Co.,Ltd

国内初となる田沼意次侯の銅像完成 地頭方原子力防災センター「ジーボ」完成

市公式スローガン決定
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��

将
棋
・
藤
井
聡
太
王
位
が
再
訪
し
、
萩
間
小
児
童
と
交
流
、
い
～
ら

で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
初
開
催

戸
籍
・
税
関
係
各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
開
始

�

３
年
７
カ
月
ぶ
り
に
富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
中
国
（
上
海
）
便
運
航

再
開

レ
ベ
ル
２
津
波
対
策
の
防
潮
堤
整
備
に
着
手
開
始
（
駿
河
海
岸
細
江

地
区
）

４
年
ぶ
り
に
「
ま
き
の
は
ら
産
業
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」
開
催

宮
崎
莉
緒
さ
ん
が「
第
72
回
ミ
ス・ユ
ニ
バ
ー
ス（
世
界
大
会
）」出
場

９
月
６
日

９
月
11
日

９
月
24
日

10
月

11
月
19
日

能
登
半
島
地
震
発
生

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
（
～
３
月
25
日
）

市
義
務
教
育
学
校
施
設
整
備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定

都
市
計
画
道
路
「
静
波
１
号
幹
線
」
全
線
開
通

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
が
民
営
化
／
地
頭
方
こ
ど
も
園
開
所

市
立
文
化
の
森
図
書
館
「
い
ろ
葉
」
開
館

市
多
目
的
体
育
館
「
Ｇ
ａ
ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ
ア
リ
ー
ナ
牧
之
原
」
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン

富
士
山
静
岡
空
港
開
港
15
周
年

医
療
従
事
者
の
た
め
の
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会「
第
１
回
徳
洲
会
カ
ッ
プ
」開
催

�「
第
57
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会（
令
和
５
年
７
月
開

催
）」
個
人
戦
で
優
勝
し
た
川
合
芳
奈
さ
ん（
静
波
区
出
身
）
が「
第

19
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
」
女
子
団
体
戦
で
優
勝（
～
７
日
）

市
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
「
ま
き
ペ
イ
」
運
用
開
始

宮
崎
莉
緒
さ
ん
に
「
静
岡
ま
き
の
は
ら
大
使
」
を
委
嘱

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震
注
意
」
発
表

山
梨
県
甲
州
市
と
「
観
光
交
流
協
定
」
締
結

1
月
１
日

１
月
21
日

1
月
25
日

３
月
９
日

４
月
１
日

４
月
21
日

５
月
１
日

６
月
４
日

６
月
16
日

７
月
４
日

７
月
10
日

７
月
20
日

８
月
８
日

９
月
７
日

企
画
展「
田
沼
意
次
の
新
時
代
展
」・大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄

華
乃
夢
噺
～
」展・静
岡
ま
き
の
は
ら
開
始（
～
令
和
８
年
１
月
12
日
）

大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

開
催
（
田
沼
意
知
役
の
宮
沢
氷
魚
さ
ん
出
演
）

坂
口
谷
川
水
門
完
成

市
内
初
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
相
良
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
完
成

金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路
Ⅱ
工
区
（
島
田
市
菊
川
～
菊
川
市
倉
沢
）
開

通
に
よ
り
国
道
１
号
か
ら
御
前
崎
港
ま
で
が
バ
イ
パ
ス
で
接
続

細
江
保
育
園
が
市
社
会
福
祉
事
業
団
に
民
間
移
管
・
開
所

「
矢
崎
ア
ロ
ー
ラ
イ
ン
」
運
行
開
始

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
「
せ
せ
ら
ぎ
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
開
所

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
・
N
H
K
公
開
番
組
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便

の
つ
ど
い
」
開
催

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
「
第
31
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
牧
之

原
大
会
」
開
催
（
～
６
月
１
日
）

大
河
ド
ラ
マ「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
」
田
沼
親
子
お
国

入
り
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
in
牧
之
原
開
催（
田
沼
意
次
役

の
渡
辺
謙
さ
ん
、
意
知
役
の
宮
沢
氷
魚
さ
ん
出
演
）

市
内
小
中
学
校
で
学
習
用
生
成
A
I
を
活
用
し
た
授
業
開
始

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
村
松
開
人
選
手
に「
静
岡
ま
き
の
は
ら
大
使
」を
委
嘱

富
士
山
静
岡
空
港
か
ら
青
島
便
（
中
国
）
新
規
就
航

市
内
初
の
道
の
駅
「
そ
ら
っ
と
牧
之
原
」
開
駅

「
第
79
回
全
国
茶
品
評
会
出
品
茶
審
査
会
」
で
３
回
目
の
「
産
地
賞
」

受
賞

「
令
和
７
年
牧
之
原
市
台
風
15
号
に
伴
う
竜
巻
等
災
害
」（
国
内
最
大

級
の
竜
巻
被
害
）
発
生

「
牧
之
原
市
Ｉ
Ｃ
北
側
土
地
区
画
整
理
事
業
」
造
成
工
事
完
成

牧
之
原
市
誕
生
20
年

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
「
第
59
回
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権

大
会
2
0
2
5
」
開
催
（
～
18
日
）

市
消
防
団
女
性
消
防
隊
が「
第
26
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」出
場

牧
之
原
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
開
催

１
月
26
日

２
月
８
日

３
月
17
日

３
月
29
日

４
月
１
日

４
月
３
日

４
月
19
日

５
月
31
日

６
月
７
日

６
月

７
月
12
日

７
月
17
日

７
月
18
日

８
月
29
日

９
月
５
日

９
月
28
日

10
月
11
日

10
月
28
日

１
月
12
日

田
沼
意
次
侯
が
登
場
す
る
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃

夢
噺
～
」（
N
H
K
）
放
送
開
始

「
ス
マ
ー
ト
窓
口
」
開
始

１
月
５
日

１
月
６
日

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）

市内初の道の駅「そらっと牧之原」開駅 相良総合グラウンドに完成した市内初の人工芝グラウンド

「令和７年牧之原市台風15号に伴う竜巻等災害」
（国内最大級の竜巻被害）

造成工事が完成した牧之原市ＩＣ北側
土地区画整理事業

第31回全国花のまちづくり牧之原大会

田沼意次侯が登場する大河ドラマ「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺
～」（NHK）放送開始に伴い、企画展などを開催

都市計画道路「静波１号幹線」全線開通。開通部分の道路を無電柱化

市多目的体育館「GasOneアリーナ牧之原」グランドオープン 市立文化の森図書館「いろ葉」開館
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編
集　

牧
之
原
市
企
画
政
策
部
秘
書
広
報
課

〠
４
２
１
‐
０
４
９
５

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波
４
４
７
番
地
１

☎
０
５
４
８
（
23
）
０
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp
Ｅ

メ

ー

ル　

koho@
city.m

akinohara.lg.jp

（平成19年４月制定）

市の花

アジサイ

市
制
施
行
20
周
年
記
念
号

牧之原市は、静岡県の中部の南に位置し、全国有数の茶産地として知られる牧之原台地と約15km
の海岸線を有し、美しい駿河湾に抱かれた自然豊かなまちです。
明治22年に市町村制が施行され、現在の相良地域には、相良町・萩間村・菅山村・地頭方村、榛
原地域には、川崎町・勝間田村・坂部村の 2 町 5 村が生まれました。
昭和26年には菅山村を相良町に合併し、昭和30年には相良全域が相良町、榛原全域が榛原町とな
りました。
平成17年10月11日、両町による対等合併で「牧之原市」が誕生しました。

「マ」の文字と
駿河湾・牧之原
台地などの地勢、

そして茶の葉をモチーフに「ふ
れあい ビタミン あいのまち」
「うみ・そら・みどりと共に生
きる」と未来を目指し、協調発
展する姿を表現。下部の２つの
茶の葉の模様は旧２町を表現し
ています。 （平成18年３月制定）

市章

シティプロモーション推進
の一環として、キャッチフレーズ「RIDE 
ON MAKINOHARA　～夢に乗るまち まき
のはら～」とロゴマークにより、市のイ
メージや魅力を市内外に発信しています。

（令和２年３月決定）

シティプロモーション
公式スローガン

（令和７年２月決定）

食べ物や花、特長など牧之
原市の自慢したくなる魅力を一目見て伝わ
るようにシルエットで表現。円で囲むこと
で、「牧之原市とたくさんの人が繋がり、
輪となるように」という作者の願いが込め
られています。

市制施行20周年
記念ロゴマーク

（平成19年４月制定）

市の木

茶

作
詞
：
朝
倉
修
／
補
作
詞
：
志
賀
大
介

作
曲
：
四
方
章
人
／
編
曲
：
柴
崎
博
昭

（
平
成
27
年
10
月
制
定
）

１
．
遥は

る

か
に
仰あ

お

ぐ　

富ふ

士じ

の
峰み

ね

　
　

お
茶ち

ゃ

の
葉は

ゆ
た
か
に　

薫か
お

る
町ま

ち

　
　

大お
お

ら
か
な
自し

然ぜ
ん

に　

今き
ょ
う日
も
抱い

だ

か
れ
て

　
　

ふ
れ
あ
う
人ひ

と

の　

絆き
ず
な

は
ひ
と
つ

　
　

光ひ
か
り

が
あ
ふ
れ
る　

愛あ
い

の
町ま

ち

　
　

う
み
・
そ
ら
・
み
ど
り　

牧ま
き

之の

原は
ら

　
２
．
き
ら
め
く
波な

み

の　

駿す
る

河が

湾わ
ん

　
　

紫あ

陽じ

花さ
い

や
さ
し
く　

薫か
お

る
町ま

ち

　
　

巡め
ぐ

り
く
る
季き

節せ
つ

の　

歌う
た

を
聴き

き
な
が
ら

　
　

笑え

顔が
お

で
交か

わ
す　

言こ
と

葉ば

は
ひ
と
つ

　
　

お
元げ

ん

気き

で
す
か
と　

さ
わ
や
か
に

　
　

う
み
・
そ
ら
・
み
ど
り　

牧ま
き

之の

原は
ら

３
．
世せ

界か
い

へ
つ
な
ぐ　

つ
ば
さ
あ
り

　
　

明あ
か

る
い
希き

望ぼ
う

の　

薫か
お

る
町ま

ち

　
　

幸し
あ
わ

せ
は
み
ん
な
で　

創つ
く

る
も
の
だ
か
ら

　
　

あ
し
た
へ
向む

か
う　

心こ
こ
ろ

は
ひ
と
つ

　
　

な
み
だ
は
勇ゆ

う

気き

の　

虹に
じ

に
な
る

　
　

う
み
・
そ
ら
・
み
ど
り　

牧ま
き

之の

原は
ら

牧
之
原
市
の
歌

市の歌
など

 

～ 

う
み
・
そ
ら
・
み
ど
り

　
　
　
　
　
　
　
　

  

牧
之
原 

～

令
和
７
年
12
月
15
日
発
行


